
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

  学 校 名 川辺町立川辺中学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月７日(金) あらたまの日 

 

実 施 概 要 

 
あらたま“志”集会 

 ・“学びすと”パフォーマンス 
 ・“学びすと”シンポジウム 
 ・生徒集会「３Ｃチャレンジ ２９９人の“学びすと”宣言」 
 
授業公開・参観授業（全学級公開） 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 ☑その他 
 

来 校 者 数 

保 護 者              ６７ 人   
  計   １２４ 人  

地域関係者              ５７ 人  

 

実 施 状 況 

 
（１）あらたま“志”集会 

 

①“学びすと”パフォーマンス    ８：４５～９：４５ 

学び続けている取組とその思いを披露しました。 

・高井温子様（ブータンへの青年海外派遣） 

・田原聖也様（男子バレー社会人コーチ） 

・新藤碧斗君（１年２組） ・田口大樹君（２年１組） 

・林伽羅さん（３年１組） ・田口颯斗君（３年３組） 

 

②“学びすと”シンポジウム     ９：５５～１０：２５ 

   ６人の学びすとによるシンポジウム 

６人のシンポジストとコーディネーターで、テーマ「人はなぜ学ぶの

か。学び続けるのか」をもとに公開交流をしました。 

 

③生徒集会「３Ｃチャレンジ ２９９人の“学びすと”宣言」                                  

１０：２５～１１：００ 

  各学級の代表が、今までの学習の取組をもとに、本日の公開授業でが

んばっていきたい目標を宣言しました。 

 

④講評 可茂教育事務所教育支援課 課長補佐 

 

（２）授業公開・参観授業（全学級公開）１１：４５～１２：３５ 

 １年生から３年生まで、すべての学級で授業を公開しました。 



成果及び課題 
  

   

・あらたまの日の取組として、「あらたま“志”集会」を開催した。ＰＴＡ

会長をはじめ本部役員のご理解とご協力により行うことがきた。また、こ

の集会には、全校生徒に加えて保護者や地域の多くの方々の参加していた

だけた。 

・集会では「なぜ学ぶのか」をテーマに、川辺町に縁のある方や代表生徒た

ちが志をもって学び続けている思いにふれながら、“学びすと”パフォー

マンスと“学びすと”シンポジウムによって、全員で「学ぶ意味」につい

て考えることができた。「人の役に立つ」「社会に貢献する」という志をも

って学び続けることのすばらしさを感じた生徒や「いろいろな人のおかげ

で学べることができること」に感謝したいという生徒、「志をもち学び続

けるためには、人とのかかわりを大切にしていかなくてはならない。」と

考えるようになった生徒等、多くの生徒たちが自分の生き方を見つめるこ

とができた。参加された保護者や地域の方々も、同じような思いをもって

いただけた。 

・生徒集会では川辺中学校のすべての学級が授業で努力する目標を宣言し

て、授業公開・授業参観においては生徒が主体的で積極的に学ぶ姿を公開

することができた。 

 


